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201５基本要求最終交渉（報告）

県人事委勧告を受け、「時短は実効性ある取組を検討、組合と話をする」

「予算調整は時間内で」「議会対応はＧＬ以上」等、管理調整会議等の申合せを徹底 

自治労県職労は1月30日、2015年度基本要求について最終交渉を行いました。（詳細は3ページ）
今期交渉の回答を足がかりに、残された継続課題を春闘につなげ、運動や交渉を強化していきます。
＜今期交渉の到達点＞

過重労働の撲滅
・総労働時間の短縮を進めるために、人事委員会勧告を踏まえて実効性ある取組みを当局が検討し、職員みんなができることを今後考えていくという意向を確認。検討内容は組合に情報提供し、話をする。

・管理調整会議等の申合せ事項（予算調整は時間内に行う、議会対応はＧＬ以上）は徹底させる。
適正な人員配置

・児童相談所、児童虐待対応の体制強化

労働安全衛生の課題

・産業医の面接対象者を拡大（時間外月100時間超を80時間超に）
・所属長に対するメンタル対策の研修を必須に
・安全衛生委員会機能の活性化の徹底

・職場環境の整備にあたっては、「労働安全衛生に意を用いる」と法令遵守の考え方を引き出す。
・庁用自動車の更新要求の前進
人・給システムの改善を確認！～ノーマライゼーションの推進～
・人事・給与システム等の改修にあたり、バリアフリーガイドラインを踏まえて調整中。

・施設整備については、本庁トイレのバリアフリー化などを進めている。
福利厚生交渉で、「健康診断結果・レセプトデータは外部に提供しない」職員厚生課長が明言！
自治労県職労基本要求最終交渉に先立ち、1月28日、福利厚生面の要求前進をめざし、職員厚生課と福利厚生回答交渉を行いました。

主な課題は、①職場環境の改善、②労働安全衛生の確立、③メンタルヘルス対策の強化、④職員の個人情報の取扱い、⑤福利厚生事業の充実です。

自治労県職労は、職員の健康診断結果やレセプトデータを目的外に使用しないこと等、個人情報の管理は厳重に行うよう申し入れました。

これに対し職員厚生課長は、「職員の健康診断結果、レセプトデータは外部に提供しない」と回答しました。
	項　目
	自治労県職労の主張
	労務担当局長の回答要旨（ゴシック太字は前進回答）

	過重労働・
不払い残業の撲滅
	・過労死水準を超える長時間労働は大きな問題。
・人事委員会勧告で示された「職員の時間外勤務の実態を適切に把握すること」、「組織全体で業務のあり方の見直しや業務プロセスの改善など、時間外勤務の縮減を更に推し進めていくこと」にどう対応していくつもりか。
・勤務実態を把握する方法として、まず、グループウエアを活用した「在庁」時間の把握をするよう提案する。
・内部管理事務（人事制度、経理処理、予算等）を抜本的に是正すべき。
	・（人事委員会勧告を踏まえて）実効性のある取組みを検討する。掛け声だけでなく、職員のみんながやれることを考えていきたい。検討内容は組合に情報提供し、話をする。
・予算調整業務が過重になっているとの話については、財政課に伝えた。
・管理調整会議等の申合せ事項（「予算調整は時間内に行う」、「議会対応はＧＬ以上」）は、徹底させる。
・管理監督者が実態を踏まえてスケジュールや進行管理を的確に行い、職員の健康管理を意識した上で勤務時間を管理することが大切。
・時間外手当は12月に、旅費は1月中旬に追加配当を行った。

	適正な人員配置
	・減らし過ぎの人員回復を。根拠のない削減は容認できない。
・職業訓練指導員の欠員補充。
・福祉職（児童相談所、生活保護担当）の大幅増員。
・児童福祉司を10人増員するとしながら、現在の非常勤を5人削減するのでは、10人増員したことにならない。現在の非常勤にプラスで配置すべきだ。
・県税事務所や保健福祉事務所の再編統合に伴い、業務に支障が生じないよう必要な人員配置を。
・短時間再任用職員や非常勤職員が複数配置されている職場の増員。
・メンタル不全による休職明けの一定期間、臨任職員の継続配置。
	・危機的な財政状況のもとで、質の高いサービス、成果の見えるサービスを実現していくためには、無駄のない行政運営を行い、より行革に取り組む必要がある。人員問題はその延長線上にあり、全体としては抑制基調にならざるを得ない。
・児童相談所については、来年度に向けて体制強化を図る。児童虐待の増加に対応するため、即戦力となる任期付専門スタッフを現在選考中。
＜来年度の配分定数について＞
・増要素：児童虐待対応の体制強化、各種システム開発の対応
・減要素：くらし安全指導員の業務など事務事業の見直し、女性センターの組織見直し

	人事制度
	・職員のモチベーションが維持できる昇任昇格を。まじめにこつこつ働いている職員は、せめて退職までに行（1）5級にすべきだ。
・人事評価システムの検証。
	・考え方の基本は、職員が相当長期にわたって安定して勤務成績を上げ、より困難で責任の重い職務など、上位の職に求められる役割を果たすことが十分期待できる場合に行われるもので、能力や実績に基づき任命権者が行うものである。

	メンタルヘルス対策、労働安全衛生の確立
	・メンタル不全による療養休暇取得者・休職者が発生した職場の所属長に産業医との面接を義務付け、産業医が状況を把握する仕組みを設けること。
・産業医を責任者とする専門家チームによる総合的体制の確立。
・メンタルヘルス対策への産業医の積極的な関与について、組合との協議を。
・リハビリ勤務実施状況の検証を早急に行うこと。
・安全衛生委員会の設置・開催は法令を遵守し、活性化を図ること。
・職員の労働安全衛生を確保するために、時間外においても、冷暖房を稼働させること。労働安全衛生法令の遵守は当然の責任。
・自主運転する職員が危険を感じる庁用自動車の早急な更新。
	・メンタル不全対策を進めるにあたり、産業医の活用の拡大に努めている。産業医の面接対象を時間外月100時間超から80時間超にし、1月から面接を開始した。
・メンタルヘルス対策の研修を所属長は必須にした。
・安全衛生委員会の未開催所属については、働きかけていく。委員会の運営が形骸化しているとの指摘については、機能するよう労務から徹底させる。
・節電も労働安全衛生と密接であり、健康管理に十分配慮しなければならない。関係法令を遵守し、職場環境を維持、労働安全衛生には意を用いる。
・危険な庁用自動車の更新については、今年度も実態把握を行った。来年度予算については現在最終調整のところだが、前進していると認識している。適切な予算措置が講じられる。

	行政システム改革
	・産業技術センターの独法化について、職員の同意も得ずに公務員身分を奪うことは、到底認められない。中小企業を支援するという公的責任の観点からも独法化に反対する。
	・行革を進めるにあたっては、職員の理解と協力を求める努力をする。早め早めの情報提供をするよう関係各局に伝えている。勤務条件に関わる時は責任を持って対応する。
・独法化の課題については、有識者会議提言に基づき検討が進められている。職場で意見交換会を実施、あり方検討会に諮ることをお知らせした。今後、産業労働局で検討していくものと承知している。

	臨任・非常勤等の課題
	・行政補助員の雇用を脅かし、業務的にも混乱と非効率を招く現行制度を抜本的に見直すべき。
	・業務があって雇用がある。雇用確保のための雇用はできない。
・行政補助員は就業機会の提供、広く県を支えていただく趣旨で来年度も公募したい。

	ノーマライゼーションの推進
・個々の職員の状況は意向申告時に把握していく。
	・障害者権利条約が批准されたこと、2016年度には「障害者差別解消法」が施行されることを踏まえて、早急に人事・給与制度や職場環境の改善を。
・混乱が生じている実態を踏まえ、視覚障害を持つ電話交換職員の職場への派遣職員の配置を見直すこと。
	・人事・給与システムについては、バリアフリーガイドラインを踏まえ、具体的な調整を行っている。その他の関連するシステムも同様だ。グループウエアについても、音声対応できるように検討。
・本庁トイレのバリアフリー化工事を行っている。庁内案内板のカラーバリアフリーを実施した。
・電話交換職場の委託業務については、法令や契約の趣旨に反しないように適切に対応していかなければならないものである。



◇欠員状況（今年1月）：188人（昨年4月173人）

○事務・技術：１７４人（１５９人）　※印は、欠員対応

・一般事務　　　　　８４（７０）※臨任７６、非常勤５、検討中３

・職業訓練指導員　　２１（２１）※臨任

・福祉　　　　　　　２５（２３）※臨任２４、非常勤１

・保健師　　　　　　　３（　３）※臨任

・看護師　　　　　　　１（　１）※臨任

・専任教員　　　　　　３（　２）※臨任２、非常勤１

・医師　　　　　　　　４（　４）※臨任１、非常勤２、採用１

・機械　　　　　　　　１（　０）※臨任

・林業　　　　　　　　１（　１）※臨任

・農業　　　　　　　　３（　３）※臨任

・水産　　　　　　　　１（　１）※臨任

・衛生監視　　　　　　１（　１）※臨任

・と畜検査　　　　　　４（　４）※臨任

・化学検査　　　　　　２（　２）※臨任

・歯科衛生士　　　　　３（　３）※臨任

・栄養士　　　　　　　２（　２）※臨任

・獣医師　　　　　　　３（　３）※臨任

・理学療法士　　　　　１（　１）※非常勤

・大学教育　　　　　　２（　５）※採用

・建築　　　　　　　　２（　２）※臨任

・一般土木　　　　　　２（　２）※臨任

・農業土木　　　　　　２（　２）※臨任
・電気　　　　　　　　２（　２）※臨任

・無線　　　　　　　　１（　１）※臨任

○現　業：１４人（１４人）　※印は、欠員対応

・調理　　　　　　　　４（　４）※臨任

・農芸技能　　　　　　２（　２）※非常勤
・電話交換　　　　　　２（　２）※臨任１、非常勤１
・監視　　　　　　　　４（　４）※非常勤
・動物技能　　　　　　２（　２）※非常勤
◇退職・採用（採用は、名簿搭載人数）

○退職予定：224人（定年：173、2号勧奨：51）

○採用予定：Ⅰ種336人、Ⅲ種30人、
免許資格職61人（福祉：26、管理栄養士：1、薬剤師：10、獣医師：17、保健師：7）、
経験者36人

スト批准投票を成功させよう！

投票期間：２月２日（月）～１０日（火）

最終集約：２月１７日（火）
















































2015年度基本要求交渉結果








◇欠員状況（今年1月）：188人（昨年4月173人）


　○事務・技術：１７４人（１５９人）　※印は、欠員対応


・一般事務　　　　　８４（７０）※臨任７６、非常勤５、検討中３


・職業訓練指導員　　２１（２１）※臨任


　・福祉　　　　　　　２５（２３）※臨任２４、非常勤１


　・保健師　　　　　　　３（　３）※臨任


　・看護師　　　　　　　１（　１）※臨任


　・専任教員　　　　　　３（　２）※臨任２、非常勤１　


・医師　　　　　　　　４（　４）※臨任１、非常勤２、採用１


・機械　　　　　　　　１（　０）※臨任


・林業　　　　　　　　１（　１）※臨任


・農業　　　　　　　　３（　３）※臨任


・水産　　　　　　　　１（　１）※臨任


・衛生監視　　　　　　１（　１）※臨任


　・と畜検査　　　　　　４（　４）※臨任


・化学検査　　　　　　２（　２）※臨任


・歯科衛生士　　　　　３（　３）※臨任


　・栄養士　　　　　　　２（　２）※臨任


・獣医師　　　　　　　３（　３）※臨任


　・理学療法士　　　　　１（　１）※非常勤


・大学教育　　　　　　２（　５）※採用


　・建築　　　　　　　　２（　２）※臨任


・一般土木　　　　　　２（　２）※臨任


・農業土木　　　　　　２（　２）※臨任


・電気　　　　　　　　２（　２）※臨任


・無線　　　　　　　　１（　１）※臨任


○現　業：１４人（１４人）　※印は、欠員対応


　・調理　　　　　　　　４（　４）※臨任


　・農芸技能　　　　　　２（　２）※非常勤


　・電話交換　　　　　　２（　２）※臨任１、非常勤１


　・監視　　　　　　　　４（　４）※非常勤


・動物技能　　　　　　２（　２）※非常勤


◇退職・採用（採用は、名簿搭載人数）


　○退職予定：224人（定年：173、2号勧奨：51）


　○採用予定：Ⅰ種336人、Ⅲ種30人、免許資格職61人（福祉：


26、管理栄養士：1、薬剤師：10、獣医師：17、


保健師：7）、経験者36人
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